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   研究集会等名称


	ヒューマン・アニマル・ボンド心理学研究会

	成 果 概 要
	１）参加人数（会員・非会員及び認定心理士の人数を記載してください）

会員　　 55　名（うち認定心理士　－　名）

非会員　 60　名（うち認定心理士　－　名）

２）集会等の目的・成果等

（実施内容・成果・将来計画等を用紙範囲内に記載してください）

● 平成19年度は下記に示した4回の定例研究会（第28回～第31回）と日本心理学会第71回大会ワークショップを開催した。定例研究会の開催案内は日本心理学会ホームページの投稿コーナーに掲載し、広く参加者を募った。
第28回ヒューマン・アニマル・ボンド心理学研究会

日　　時：平成19年6月16日（土）　14時～17時

場　　所：桜美林大学第2新宿キャンパス（渋谷区代々木2-5-5 新宿農協会館７階）
話題提供：『高齢者ケアにおけるアニマル･セラピーの可能性』
　　　　　河村奈美子（札幌市立大学・奈良女子大学大学院人間文化研究科）

参加者数：39人
第29回ヒューマン・アニマル・ボンド心理学研究会

日　　時：平成19年7月21日（土）　14時～17時
場　　所：桜美林大学第2新宿キャンパス（渋谷区代々木2-5-5 新宿農協会館７階）

話題提供：『家族で動物を飼うということ』
　　　　　朝比奈千絵（北海道大学大学院教育学研究科）
参加者数：10人

日本心理学会第71回大会ワークショップ

日　　時：平成19年9月20日（木）　16時～18時

場　　所：東洋大学白山キャンパス6号館6313 
テーマ：『ヒューマン・アニマル・ボンド　－ペットをなくした飼い主の悲嘆－』

　企 画 者：安藤孝敏（横浜国立大学）・長田久雄（桜美林大学大学院）

　司 会 者：安藤孝敏（横浜国立大学）

　話題提供：「ペット供養」による悲嘆緩和の可能性
佐藤千尋（元東北大学大学院文学研究科宗教学研究室）
「他者による悲嘆緩和の可能性」

　　　　　　新島典子（東京大学グローバルCOE）
　

　指定討論：濱野佐代子（ヤマザキ動物看護短期大学）

　参加者数：20人

第30回ヒューマン・アニマル・ボンド心理学研究会

日　　時：平成19年12月1日（土）　14時～17時
場　　所：桜美林大学第2新宿キャンパス（渋谷区代々木2-5-5 新宿農協会館７階）
話題提供：コンパニオンアニマルが人に与える影響　－愛着と喪失を中心に－』
　　　　　濱野佐代子（ヤマザキ動物看護短期大学）
参加者数：23人

第31回ヒューマン・アニマル・ボンド心理学研究会

日　　時：平成20年3月1日（土）　14時～17時
場　　所：桜美林大学新宿キャンパス（渋谷区代々木2-9-2 久保ビル4階）
話題提供：『子ども虐待と動物虐待の関連性 ～動物虐待の重要性と応用可能性～』
　　　　　山﨑佐季子（日本社会事業大学大学院）

参加者数：23人
● 平成20年度に実施予定の研究会等（平成20年3月現在）
日本心理学会第72回大会ワークショップ（予定）
日　　時：平成20年9月　〔日時は未定〕
場　　所：北海道大学
テーマ：『ヒューマン・アニマル・ボンド －研究最前線－』




